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故江原真伍先生の化石 コレクションにつ いて

と くに頭足類化石
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On the Late Dr. Shingo YEHARA's Collection 

of Fossil Cephalopoda 

Tatsuro MATSUMOTO

Abstract

The late Dr. Shingo  YEHARA's Collections of fossils from various (mostly Mesozoic) 

localities of Japan, excluding those of the described types, are now preserved in the 

Tenri High School, Nara Prefecture. In response to the request of the High School, I 

identified fossil cephalopods and some inoceramids among others. 72 cephalopod species, 

along with some inoceramid species, are listed, with brief notes, under the following 

grouping  :

I. Cephalopoda from the Lower Cretaceous of the Miyako area, Northeast Japan 

II. Cephalopoda from the Lower Cretaceous of Southwest Japan 

III. Cephalopoda from the Cenomanian of Southwest Japan

IV. Cephalopoda from the Turonian of Southwest Japan

V. Cephalopoda from the Coniacian and Santonian of Southwest Japan 

VI. Cephalopoda from the Campanian and Maastrichtian of Southwest Japan 

VII. Cephalopoda from the Upper Cretaceous of Hokkaido 

VIII. Some inoceramid species

IX. Tertiary Cephalopoda

X. Jurassic Cephalopoda

XI. Triassic Cephalopoda

序 言

江原真伍先生の略歴については,松 下進教授(1964)の 記 事がある。先生は,は じめ東北大学で岩手県

宮古付近の白亜系の層序と化石を研究され,後24年 間にわたり旧制第三高等学校で学生を育成 しながら,

西南 目本中生界の層序 ・化石 ・地質構造の研究を遂行,定 年退官後は約20年 間,立 命館大学で教鞭をとる

傍 ら研究を続けられた。その間目本及び隣接列島の地質構造を"太 平洋運動"と の関連において説く学説

(YEHARA,1940;江 原,1950等)を 唱えた。この太平洋運動は,現 在の学界の概念でい うならば,太 平洋

プ レー トの運動に相当するとい うことができ,ま だ海洋底の地質学 ・地球物理学の資料の十分でない当時

に,類 似の概念を直観的に予測したとい う点で,時 代にさきがけた洞察力を示したものと,私 は敬服して

いる。科は先生の直接の門下生ではなかったが,白 亜系の研究をはじめた1935年 の頃から,先 生に接する

機会に恵まれ,情 熱をこめた学究態度 と後輩への暖い親切に,心 打たれるものがあった。

*九 州大学理学部地質学教室気付 Dept. of Geology, Kyushu University
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さて時は経 って,私 自身九州大学を間 もな く定年退官するとい う1976年 に,天 理高等学校より,故 江原

先生の化石 コレクシ刻ンのうち,イ ノセラムス(二 枚貝)と アンモナイ トを主とする頭足類化石の鑑定の

依頼を受けた。 これは実は松下進先生の御配慮によるもので,こ れより先1966年 に京都大学でそのコレク

ションの一部を,松 下教授 ・亀井教授からの御要望に応 じて拝見 したことがあった関係もあり,前 述の御

生前に受けた御恩返 しの気持 もあって,快 諾 した次第である。Y脱ARAの 著者名の論文中に記載公表さ

れた化石種の標本(タ イプ スペシメン)は,京 都大学理学部地質学教室 と教養部に保管されている筈で

あるが,そ の他の未記載化石が天理高等学校に保管されており,実 際は同高校の生物室で,小 杉武文先

生が,教 務の傍ら,非 常な努力をはらって整理に当たって下さっている。私宛には同先生から化石が届け

られ,ま たこれを同先生をへて,天 理高校に全部返劫 した次第である。

すでに故江原先生の現生貝類 コレクションは,黒 田徳米先生の鑑定,波 部博士の通覧をへて,目 録が出

版されている(天 理高校,1973)。 化石についても同様に,目 録を出版する準備がなされているとい うこと

である。従ってここには,予 報的に,そ して私の専攻しているアンモナイ トを中心 として,と くに留意す

べきものについて覚書を記すとともに,こ のほレクションの意義について言及したい。

コレクションの内容の概要

私の所に送られた標本は,頭 足類化石が約250点,イ ノセラムスが約300点 であるが,ほ かに三角貝その

他の二枚貝化石が多数,巻 貝,サ ンゴ,大 型有孔虫化石 も若干あるという、標本には番号がついているが,

1点(す なわち同一番号)が2個 体以上の複数標本から成 っている揚合が時 どきある。

全国各地の中生界分布地の化石産地から採集されたものであるが,と くに東北日本の宮古地域 と西南 日

本各地の白亜系産のものが多い。 ラベルには江原先生の独特な筆蹟のついたものもあるが,も とのラベル

はなくなっているか,後 年別な筆蹟で誰かがラベルをつけたものもある。化石種の学名のついたのは少な

く,あ っても修正を要する場合が多かった。産地は,お よその地名(例 古城山)で,ポ イントを示すよ

うな書き方は少ないが,当 時としてはそれでよかったのであろう。層位についても同様で,ラ ベルのいれ

まちがいでなくて,白 亜紀を示す と思われるものに例えば三畳紀 と記されているようなことが,ま まある

が,地 質構造の複雑な地域の場合には,当 時 としてあり得たことである。産地を記したラベルが落ちて,

く産 地不明"と な
ってしまったものが少なからずあるのは残念であるが,岩 質や化石の特徴からほぼおよ

その地域(地 点)を 推定可能なのが,そ の中にい くらかある。

「あそこのあれ」とわかるもののほかに,こ のようなものが,昔 は採集されたのであったかと,教 えら

れるものもある。けだし,昔 と今 とでは露出状況が異なるからであろう。 又さらに,自 分 も含め後輩達の

努力の不足もあろう。他界の先生から励まされた感 じがする。

採集者名中に時お り沢田俊治 と明記された場合がある。江原先生自身熱心なフィール ド・ワークを重ね

られたことは周知のとおりだが,先 生の野外調査を沢田さんが助けたということも伝えられている(論 文

中の謝辞のほか,松 下,1964;別 所,1975に も記述がある)。

学更的意義に加えて,熱 心なフィール ド・ワークを通じて集められた故江原先生の標本中に,現 在行わ

れている研究にも活用できる知識や示唆を学びとることができるという見地か らも,こ の覚書を記してお

きたい。

白亜系産の化石

見せていただいた化石の主要部分は白亜系産のものである。 ラベルに三畳紀 とか時代不明と一応記され

ているものの中にも,白 亜紀としてよいものが少なくない、

その産地は南西から北東へ次のようである。

(1 ) 熊本県天草地方～宇土半島

(2 ) 大分県大野川流域
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(3) 愛媛 県宇和島地域

(4) 高知県諸地点,と くに物部川流域

(5) 徳 島県那賀川並びに勝浦川流域

(6) 四国 の和泉層群地域

(7) 淡路島の和泉層群地域

(8) 和泉 山脈の同層群地域

(9) 和歌山県鳥屋城その他の有田川流域

(10) 岩手県宮古その他の宮古層群地域

(11) 北海道(浦 河 ・夕張 ・幾春別 ・天塩 ・宗谷等)

(12) 樺太 〔現在のサハ リン〕

このほかにNo.261のlnoceramus hobetsensis nonsulcatusの 保存のよい標本に,台 湾台南州阿里山

街道 とい うラベルがついてお り,原 簿にもそ う記録されている。 この記録が正しいとす ると,全 く新 しい

発見ということになる。

頭足類について,地 域 ・地質系統ごとに大別 して,同 定した学名,標 本番号,と くに気付いた事項など

を,以 下記録 しておく。時代区分名にK1～K6(a,bに 細分)の 記号を使 うが,そ の定義については,

松本,1967;小 畠 ・松本,1977;MATSuMOTo,1977bを 参照されたい。

1. 宮古地域の下部白亜系上部(K3)

1. Paracynzatoceras(?) sp.725,728｡

2, Hztlenites n. sp.(?)aff. H.reesidei (ANDERsoN)45a,b;北 米 の種 よ り螺 環 の 幅 が狭 く,

両 側 面 は外 方 へ 狭 ま って い る;肋 も細 か く数 多 い 。

3. Melchiorites(?)sp. 52;へ そ は か な り狭 い;縫 合 線 が 見 え る。

4. ParahOplites sp. aff. P.vectensis CAsEY 820;か な り保 存 の よい,大 型 の もの で,記 載 に値 す る 。

5,Hypacanthoplites sp.[n。sp.? aff.H.jacobi(CoLLET)を 含 む]44(平 井 賀 右 側 の石 灰 質 砂 岩,

明 治43・10・7YAEGAsHI採 集),48(6個),496,1302;記 載 の 価 値 あ り。

6. ParacanthoPliles [or Acanthoplites] sp. 53(5個);小 型 で壮 年 的 の 装 飾 あ り;さ らに研 究 した

上,記 載 に値 す るで あ ろ う。

7. Diadochoceras nedesocostatiforme (SHIMIzu) 46A; K3a 最 上 部 。

8. Diadochoceras spp. 47A, B。

9. Nodosohoplites sp.aff. N. caucasiczs (LUPP.)46B-D;研 究 ・記 載 の 要 あ り;K3a。

10.Douvilleiceas mammillatum (ScHLoTHEIM)49(5個);OBATA(1969)が 記 載 した も のに よ く

似 る;K3b 下 部 。

11. Ptychoceras sp。53A。

12.Neohibolites spp.561～565,そ の 他 多 数 あ るが,断 片 的 で あ る。

II . 西 南 日本 の 下 部 白亜 系(K2,K3)

13. Hypophylloceras yeharai NAKAI & MATSUMOTO 659(幼 殻),660(外 型 の み,こ れ に基 づ

き作 成 した石 膏 模 型 は九 州 大 学 に あ り,NAKAI & MATsUMoTO,1968,pl.3,fig.1に 図示),及

び661。YEHARA(1924, P. 81)は 勝 浦 川盆 地 の坂 本 の藤 川 頁岩 か ら"Phylloceras cf.ramosum

(MEEK)e'が 産す る こ と を記 録 して い る が,そ の原 標 本 が これ ら とみ な され る。 詳 細 は上 記 共 著 論 文

(P.4～7)を 参 照 され た い。 時 代 は アル ビア ン(K3b)。

14. Phyrllopachyceras sp.cf. P. infundibulum(d'ORBIGNY)846,湯 浅 ・栖 原 間;こ の地 点 の有

田 層 か らは,そ の後 も本 種 の 産 出 が報 告 され て い る(YABE,1915;小 畠 ・小 川,1976)。K2。

15. Pseztdohaploceras sp.26,27,29;高 知 県 の"三 畳 系"と あ るが下 部 白亜 系 で あ ろ う;K2bかK3a.
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16.Uhligella(?)sp.28(上 記 と同様)。

17.Desmoceras (Pseudouhligella)sp.281(数 個 の小 型 の もの);D.(P.)dawsoniの 幼 殻 か ど う

か 未 定;勝 浦 郡 目浦,K3b(?)。

18.Hamites sp. cf. H. cempressus SOwERBY 519,高 知 県 越 知 面, K3b。

III . 西 南 日本 の セ ノマ ニ ア ン(K4a)

19. Mantellicerasjaonicum MATSUMOTO, MURAMOTO&TAKAHASHI 398,399,高 知 県香

美 郡 香 美 町 猪 野 々(沢 田1924,7,25);今 日の永 瀬 ダ ム は猪 野 々 に あ るが,同 地 点 か らの 平 田茂 留 の

コ レク シ ョン に も同 種 が あ り,セ ノマ ニ ア ン下 部 が 明示 され て い る。

IV . 西 南 日本 の チ ュ ー ロニ ァ ン(K4b)

20.P rionecyclus sp. cf P. wOromingensis MEEK 873;中 くらい の 大 き さの 段 階 の もの の螺 環 断 片

で あ る が,本 種 の特 性 が よ く示 され て い る。 あい に く産 地 が不 明 だ が,四 国 か九 州 の ど こか の,シ ル

ト質 帯 緑 暗 灰色 の細 砂 岩 。 北 米西 部 内 陸 地 域 に 多産 す る本 種 は,稀 な が ら北 海 道 に も見 出 され て い た

が(MATsuMoTo,1971),江 原 コ レク シ ョン中 に も あ った とは興 味深 い 。 K4bの 上 部 を示 唆 。

V.西 南 日本 の コ ニ ア シ ア ン ・サ ン トニ ア ン(K5)

21.Protexanites sp. cf. P. bontanti(GRossouvRE) 1586A,宇 和 島 の 古 城 山 。 P. bontanti shi-

mizui MATSUMOTOか 否 か は決 定 困難;も っ とよ い もの を古 城 山 の フ ィ ール ドで さ らに探 究 しな け

れ ば な らな い 。 コ ニ ア シ ア ン(K5a)上 部 かサ ン トニ ア ン(Ksb)下 部 。

22. Texanites (Plesiotexanites) pacificus MATSUMOTO 740,天 草 姫 戸 村 。 北 海 道 の サ ン トニ ア ン

産(MATSUMOTO,1970)の と同一 種 が 九 州 の姫 浦 層 群(下 部 亜 層 群)に も産 す る こ とが 明 示 され た

点 で 重 要;径 6cmほ どの 中年 殻 だ が特 性 は よ く示 され て い る。 K5b。

23.Anagaudryceras limatum(YABE)(一 部 はcf.)121,139,827, 828, 862, 1404, 1614,宇 和

島 の古 城 山 及 び 清水;727,729(宇 和 島 と推 定 〉。 成 殻 の 住 房 が 少 な くな い の は興 味 が あ る。K5a。

24.Gaudryceras sp. cf. G. denseplicalum(JIMBo)["var, intermedia YABE"を 含 めてi 718,

720,726;天 草 姫 浦 琵 琶 頸,河 内 ・今 泉 間 の 峠 の今 泉 側 な ど;私 自身 の観 察 で は,姫 浦 層 群 のK5bに

はG.tegeuiliratumは ほ とん ど産 せ ず, G. densePlicalumの しか も住 房 の あ る大 型 成 年 殻 が よ く産

す る。 断 片 で は あ るが,江 原 コ レ クショ ンに もそ の こ とが示 され て い る。

25. Scalarites sp. cf. S. mihoensis WRIGHT&MATsuMoTo 732,古 城 山, K5a(?)。

26. Cf. Polyptychoceras obstrictum (JIMBo)1803,高 戸 の姫 浦 層 群, K56。

27. Empackydiscus sp.[少 くと も一 部 はE. haradai(JIMBO)]719,830(和 田鼻),723,724,731

(姫 浦 小 島);い ず れ も模 式 地 の姫 浦 層 群,K5b。

28.(70rmatoceras sp. cf.(y. pseudoatlas (YABE & SHIMIzu)721,天 草 東 浦, K5b。

VI . 西 南 日本 の カ ン パ ニ ア ン ・マ ス トリ ヒチ ア ン(K6)

29.PachOrdiscus sp. cf. P. suciaensis(MEEK)853,855,857,い ず れ も淡 路 志 知 村 の頁 岩 層 。 本

種 は北 米 太 平 洋 岸 の カ ンパ ニ ア ン(K6a)原 産 で あ る が,同 一 また は近 似 種 が 和 泉 層 群(志 知 頁 岩)

に も産 す る こ とは,化 石 の記 載 を添 えて 報 告 す る価 値 が あ る。

30. Pachydiscus sp. cf. P. buckhami UsHER 420,鳥 屋 城 か ら北 米太 平 洋 岸 産 の と 似 た もの が産 す

る事 実 は注 目す べ きで あ る。K6a。

31. Canadoceras sp. cf. C. cottreaui CoLLIGNoN 840,鳥 屋 城 。 直 径 約270mmの か な り大 型 の標

本 で,螺 環 の半 分 は住 房 で あ る。 内 の 螺 環 が よ く保 存 され て い な い た め,疑 問 が残 る が,特 色 的 な 殻

形 と,多 数 の肋 が あ る 中で 周 期 的 に強 い 肋(へ そ の近 くに突 起 あ り)が あ り,浅 い くびれ を伴 うこ と

か ら,Canadocerasと み な され る。C.kossmati MATsuMoToに 似 るが,肋 が は る か に粗 く数 少 な

い 。 そ の 点 マ ダ ガ ス カル の カ ンパ ニ ア ン中 部 産 のC.cottreaui COLLIGNONに 酷 似 す る が,後 者 の
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模 式 標 本 よ り大 型 で,年 齢 差 が あ るか ら,確 信 を も って 同 定 しか ね る。 和 泉 層 群 畔 の谷 層 産Pachy-

dlscus(小 林,1931)と は上 記 の特 徴 で 区別 で き る。 鳥 屋 城 層 に は従 来 未 知 だ っ た種 で あ る。K6a が

示 唆 され る。

32. Saghalinites sp. cf. S. nmperus (HoEPEN)839,鳥 屋 城 産 。YABE,1915(P1.3,丘9.2)がTe-

tragenites cf。cala(FORBES)と して 記 載 した もの も本 種 に同 定 され る。 本 種 の 生 存 期 間 はK5b-

K6aに わ た るが,鳥 屋 城 の場 合 はK6aで あ ろ う。

33. Eubostrychoceras(?)sp.cf.E.elongatum (WHITEAvES) 350, 835, 838, 843;い ず れ も鳥

屋 城 産 。YABE,1915(P.17,P1.1,figs.4-6)に お い てBostryVchoceras jaPonicumと した もの と

同一 種 で あ る が,こ れ は 北 海 道 チ ュ ー ロニ ア ン産 のEubostrychoceras juPeniczgm(YABE)(MA-

TSUMOTO,1977aに おい て 修 正 定 義)と は別 種 で,お そ ら く表 記 の 北 米太 平 洋 岸 の カ ンパ ニ ア ン産 の

種 と同 一 か,近 似 の もの で あ ろ う。 該 種 は 最 終 の 住 房 の 形 状 に も特 徴 が あ るの で,そ うい う標 本 を も

得 て,確 か め るべ きで あ る。

33. Didymocerasspp.断 片 的 な もの が 多 い の で,種 の決 定 は 困難 だ が,従 来 の産 出 を も 参 考 にす る

と,D.awajiiense(YABE)が あ る こ とは 当然 だ が,他 の種 も含 ま って い る可 能 性 が あ る。 淡 路及 び

阿 讃 山 脈 の 和 泉 層 群 と鳥 屋城 層 か ら産 出。259,263,306,712,822～826,841,843,861,1500;

831,836,492,494,495な ど。 この 中 で259(徳 島 県北 灘 村 折 野 の上 流 大 麻 山 山麓)は,Didymoceras

Polyplocum(ROEMER)に 類 似 した点 が あ る。K6a。

34.Nostoceras(?)sp.2090,産 地 不 明 だが,基 質 の細 礫 岩 は和 泉 層 群 の に似 る。U字 型 の 住 房 部 の

み 。K6(?)。

35. Praz7itoceras(?)sp.847,淡 路;断 片 。

36. Solenocerassp.715,淡 路 湊 村 登 立;K6。

37. 1)iplomoceras(?)sp.1335,愛 媛 県 周桑 郡 徳 田村 暗 色 砂 岩 上 の外 型,密 な肋 特 色;K6。

38。Baculitessp.835,鳥 屋 城(32と 共 存);3045,羽 ノ浦(lnoceramzss cf.schmidtiと 共 存);K6

a。

39.不 明.850,淡 路の阿那賀。外観はPseuaoxbelocerasに 似 る。 しかし内面の凹部が侵食によるの

でなく元来の性状だとしたら,正 常巻アンモナイ トの断片 ということとなるが,相 当する属種名が思

い当たらない。

VII . 北海道 ・樺太 〔現サハ リン〕の上部白亜系

江原先生 としては,た ぶん参考上採集 されたのではないかと思われ,組 織的なコレクションではない。

保存のよいものもあるから,教 育上は有用であろう。 また,あ る部類(例 えばGaudryceratidae)に は,

該 当種の典型例 と比べて異なる性状を示す ものが若干あるのは興味深 く,aff.を 種名につけて示しておく。

40. Neophylloceras ramosum (MEEK)  806a•B 

41. Neophylloceras subramosum (SPATH)  806b•B 

42. Neophylloceras cf. hetonaiense MATSUMOTO  3206a•B 

43. Phyllopachyceras  forbesianum (d'ORBIGNY)  [=P. ezoense  (YoKOYAMA)] 804c,  807•B

44. Tetragonites glabrus  (JimBO) 307, 804a,  8080

45. Anagaudryceras cf. yokoyamai (YABE) 1744 (浦河)。

 46. Anagaudryceras sp.  aff. A. yamashitai (YABE) 801  (ア ベ シナ イ)。

47. Gaudryceras cf. denseplicatum  (jIMBO)  810.

 48. Gaudryceras  tenuiliratum YABE 304,  804b(?), 809 (5個),814(4個),1822。
 49. Gaudryceras sp.  aff. G.  tenuiliratum var. ornata YABE  813. 

50. Hyphantoceras sp.  805.
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51. Polyptychoceras obstrictum  (TIMB0)  803•B 

52. Subptychoceras yubarense (YABE) 303,  814F•B

53. Polyptychoceras sp. 1771A, 1949 (幾 春別),3126(浦 河)｡

54  . Baculites sp. 1901 (宗 谷)。

55. Desmoceras  cf. poronaicum YABE 1989 (幾春別桂沢)。

56.  Damesites  cf.  damesi  (JimBO)  812•B 

57. Damesites sugata  (FoRBEs)  817•B

58. Hauericeras sp. 802  (幾春劉)。

 59  . Mesopuzosia cf  indopacifica  (KOSSMAT) 3076 (石膏)。
60. Kitchinites  (Neopuzosia) ishikawai  (JIMBO) 811 (2個),3079,3206b。

61  . Kitchinites (Neopuzosia)  (?) sp. 3078  (石 膏)。

62. Anapachydiscus sp. 818.

63. Canadoceras  cf. multicostatum  MATSUMOTO 1897 (北見"ナ カツベシ"〔 中頓別の誤か?〕 支

流,細 粒砂岩の石灰質部)。

VIII . イ ノセ ラム ス に つ いて

イ ノセ ラ ム ス につ い て は,大 部 分 を野 田雅 之 と とも に検 討 し,一 部 を私 が 単 独 で 見 た。 大 野 川 層 群 と宇

和 島層 群 か ら産 出 したlnoceramus hebetsensis NAGAO & MATsuMoTO とZnoceramus uwojimensis

YEHARAに 同定 で き る も のが,圧 倒 的 に多 い 。 しか しYEHARA(1924)に 図 示 され た原 標 本 は この 中 に

は な く,わ ず か に えuwajimensisのsyntypesの1つ で あ るYEHARA,1924,pl.4,fig.2の 標 本 の石

膏模 型 がNo.20の 番 号 で認 め られ た。

次 に 多 い の は醤 南 日本 各 地 か ら産 し たInoceramusb alticus groupに 属 す る もの で,そ の 中 に は な か な

か よ い標 本 が あ る が,こ れ らにつ い て は野 田 が近 くこの 類 を記 載 す る と き に,あ わ せ て記 す方 が,同 定 と

して も正確 に な る の で,そ の機 会 に ゆず る、

天 草 の姫 浦 層 群 か らZRoceranzas(Cladocermsc) japonicus NAGAO & MATsUMoTo forma α に

似 た標 本 が か な りあ るが,必 ず し も保 存 が よ くな く,ま た 本 種 につ い て は 問 題 が残 って い る の で,こ れ も

他 の機 会 に ゆ ず る。

そ の他 のイ ノセ ラ ムス の 中 で,層 位(時 代)決 定 上 重 要 な資 料 た り うる もの が い く らか あ る の で,以 下

それ らにつ い て 覚 書 を記 して お く。

1. Mytiloides labiatecs mytiloides (MANTELL)343;不 幸 に して産 地 の記 録 が な い が,特 徴 の あ る

シ ル ト岩 で,西 南日 本 の ど こか の 地 点 と推 察 され る。K4bの 下部(?)。

2。 Inoceramees tenuistriatus NAGAO & MATsuMOTO 142,144(3個);と もに愛 媛 県 北 宇 和 郡 成

藤 。 宇 和 島層 群 中 にチ ュ ーロ ニ ア ンが あ るか 否 か,研 究 者(例 え ば棚 部,1972と 寺 岡 ・小 畠,1975)

に よ り見 解 が異 な るが,少 くと も成 藤 の 附 近 に は チ ュ ー ロニ ア ン が あ る こ とが,こ の化 石 に よ り強 く

示 唆 され る。K4b上 部 。

3. Mytiloides cf.incertus (JIMBO) 1605;こ れ も成 藤 で,上 記 の 結 論 を 支 持 す る 資 料 とい え る。

K4b。

4. Inoceramus (s. 1.) sp. cf I. (Sphenoceramus) cardissoides GOLDFUSS or I. (S.) pachti

ARCHANGELSKI.他 の可能性 としては,Z.(Magadiceramus)austinensis HE1NZが 考 え得る。

1586B,宇 和島の古城山で,1586AのProtexanies sp.(21)と 共存;特 徴的な格子状装飾がある

が,断 片的で殻の形状が不明なため,上 寵のように異なる2つ の部類のものが可能性として考えられ

る。何れにせよ,古 地理的にも対比の上でも興味深 く,今 後の探求が必要。K5(aか bか,a, bの

境 ごろか未定)。
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5. Inoceramus(s.l.)sp.cf.I.(Platyceramus) rhomboidalis heinei SEITZ 1553,和 歌 山県 有

田郡 沼 谷 。 日本 と して は注 目す べ き新 資 料 で あ る。 も し この種 だ と した ら,K5b(そ の比 較 的下 部)

が示 唆 され る。

6. Inoceramus(s.1.)sp. cf. I.(Platyceramus) cycloides aycloides WEGNER 529,熊 本 県 宇 土

半 島;姫 浦層 群 と して は,新 資料 で あ った とい え る。K5b。

白亜紀以外の頭足類化石

IX . 第 三 紀

64. Aturia sp. cf. A. yokoyamai NAGAO 311,福 岡 県 朝 倉 郡;始 新 統 。

X . ジ ュ ラ紀

ラベ ル に 白亜 紀 あ る い は三 畳 紀 と記 され て い る こ とが あ るが,化 石 か ら考 え て 明 らか に誤 りで あ る。

65. Harpoceras sp. 375,豊 浦 の 西 中 山;下 部 ジ ュラ 系 の トア ル シ ア ン。

66. Kranosphinctes matsushimai (YOKOYAMA)601, 870(cf.),福 井 県 大 野 郡 下 穴馬 村 長野;上 部

ジ ュ ラ系 オ ク ス フォ ー デ ィ ア ン。

67. Ataxioceras sp. cf. A.kurisakaense KOBAYASHI & FUKADA 1344, 3205,徳 島 県 那賀 郡 宮

浜 村 轟,黒 色 頁 岩;上 部 ジ ュ ラ系 キ ン メ リジア ン。

68. Perisphinctes(s.1.)sp.cf. Discosphinctes sp.1733,徳 島県 宮 浜 村 の黒 色 頁 岩;上 部 ジ ュ ラ系

キ ン メ リジ ア ン(?)。

69. Grmpheceras (?)sp. 688(産 地 不 明)。

XI . 三 畳 紀

3233の 番 号 に は,不 幸 に して産 地 の ラベ ル がつ い てい な い が,お そ ら く三 畳 紀 の ア ン モナ イ トと思 わ れ

る もの が あ る。 石 橋 毅 博 士 に 同 定 を お願 い した が,次 の3種 が識 別 され た 。

70. Anasibirites multiplicatus (YEHARA)[A. onoi (YEHARA)の 可 能性 も 考 え うる]3233A(2

個)。

71. Arctopronoriles yeharai BANDO[他 の 可 能 性 と して A.minor BANDOも 考 え られ る］3233B。

72. Meekeceras sp. orHemiorionitessp.保 存 不 良 で確 実 な 同定 は困 難;3233C(2個)、

以 上3種 は,下 部 三畳 系 を示 す。 化 石 は石 灰 岩 に産 し,種 の組 み合 わ せ と江 原 先 生 の研 究 歴(YEHARA,

1925)か ら考 え,四 国(愛 媛 県 東 宇 和 郡 野 村 町)の 田穂 石 灰 岩 由来 で は な い か と推 定 され る。

結 語

故江原真伍先生の天理高校保管のコレクションのうち,頭 足類 と一部のイノセラムスについて,覚 え書

きとしての報告をし,資 料が学術的に価値 あるものを多々含むことを記 した。他の部類についても,適 当

な専門家により検討され,コ レクション全体が正 しく評価 されるよう希望する。

終 りにこのコレクションに接する機会を与えて下さつた松下進先生 と天理高校前校長山中忠昭先生に深

く感謝 し,こ の小文を目録作成前に学会誌に公表することを快諾 して下さつた天理高校に感謝致 します。

標本の整理にたずさわつた京都大学の方々及び天理高校の小杉武文先生の御努力には深 く敬意を表し,あ

りがた く思 う。一部の標本について,同 定を助けて下さつた野田雅之博士 と石橋毅博士にも御礼申し上げ

ます。化石目録が出版される日の遠 くないことと,そ のためにもこの報文が役立つことを念願 して筆をお

く 。
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